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「バングラデシュの経済発展と投資機会」 

講師：進藤
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はる

（在バングラデシュ日本国大使館 経済・開発協力参事官） 

 

2020年最初の講演会は、1月 22日、一時帰国中の進藤康治参事官にお願いし、大手町倶楽部で行われま

した。1994年から4回、通算16年のバングラデシュ駐在をされている進藤参事官は、ベンガル語を自由自在に

操る外務省随一のバングラデシュ通です。講演会には、バングラデシュでのビジネスやNPOの関係者はもちろ

んのこと、同国の将来に関心を持たれている方々が多数参加しました。 

講演の主要ポイントは、 

① 年率 8％台の経済成長で急速に発展し、中所得国入りしたバングラデシュだが、経済の形はかなり偏って

おり（外貨獲得手段・電力源・貨物輸送手段・輸出入港等が、全ていわば1本足打法）、ここにバングラデシ

ュの開発ギャップがある。 国内インフラもまだまだ未整備。 

② 2041年の独立 70周年には先進国入りを目標に掲げるバングラデシュだが、その実現には開発ギャップへ

の対応が不可欠である。現在大きなインフラ開発が進んでおり、それにより新たな投資機会が拡大するだ

ろう。他方、2040年頃まで人口ボーナスは続くとみられているが、高齢化のペースも早い。2041年までに先

進国入りするというペースで開発を実現しないと成長が減速する可能性もある。 

長年にわたり、最前線で日々バングラデシュを観察され、経済・開発協力の課題だけでなく、鋭い政治分析も

含めた、進藤参事官の迫力ある講演会でした。 

  

 

 

 

 

 

 

熱弁する進藤参事官 

         

       

 

開発のタイムライン（動画より抽出） 

熱心に聞き入る参加者 


